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研究成果の概要（和文）：肝臓や腎臓におけるうっ血と低灌流について腹部エコーを用いて評価する手法を確立
した
。右心カテーテルによる右房圧と腹部エコーによる肝硬化指数shear wave elastography値の関係、心拍出量と
腹腔動脈・腸間膜動脈・腎動脈血流の関係を検討し、それぞれ相関を認めた。肝臓や腎臓のうっ血、低灌流を認
める症例では予後が不良であった。肝静脈血流波形や腎静脈血流波形が臓器うっ血を反映した。さらに、心不全
患者では肝臓の低灌流によりヘパトカインであるSelenoprotein Pの上昇やFetuin-Aの低下を認め不良な予後と
関連した。消化管障害にて、心不全予後が悪化することなどに関して公表した。

研究成果の概要（英文）：We established technique to evaluate congestion and the hypoperfusion in 
liver and the kidney using abdominal echography. Furthermore, we showed that prognosis was 
exacerbated by gastrointestinal disturbance.

研究分野： 循環器内科学、臨床検査学

キーワード： 心不全　肝障害　腎障害　消化管障害

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
心不全に伴ううっ血や低潅流による肝臓、腎臓、消化管の障害機序および予後への影響に関して明らかにした。
これらへの介入が増加する心不全の予後を改善する可能性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 心不全は極めて予後不良な疾患群であり、本邦の高齢化に伴い、今後益々増えること
が予想され、パンデミックと表現されている。2018 年に『脳卒中と循環器病克服 5カ年
計画』が法制化され、健康寿命の延伸および医療費の抑制を目標に、心不全対策や研究
の重要性が掲げられている。心不全では、心機能低下に加え、低心拍出による臓器低灌
流や臓器うっ血および多臓器機能低下など多様な病態が関与しており(Eur Heart J 35, 
1022-1032, 2014)、心機能のみを対象とした従来の心不全診療のみでは限界があり、心
不全を全身疾患ととらえた包括的な病態評価および管理が重要であるものと考えられ
る。心不全における腎機能障害および腎性貧血は、心腎連関と呼ばれ広く知られるよう
になった（Eur Heart J 31, 703-711, 2010）。一方、心不全における肝機能障害の病態
および実地臨床における評価方法は確立されていない。 
 
２．研究の目的 
腹部エコーの新たな指標を用いて、心不全患者における肝臓の血行動態および腸管血流
や栄養状態の評価を行い、心-腸-肝-腎連関について検討し、心不全における肝機能や
腎機能障害の病態および実地臨床における評価方法の確立することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
対象となる心不全患者にて、腹部エコー検査、肝機能血液検査、栄養状態評価、心エコー検査、
Swan-Gantz カテーテル検査（実施可能症例のみ）などを実施した。併せて、心不全予後に関し
て、調査を行い、各指標と予後の関係についても検討した。 
 
 
４．研究成果 
 
肝臓や腎臓におけるうっ血と低灌流について腹部エコーを用いて評価する手法を確立
した(Sci Rep 10, e22257, 2020, IF=4.379; J Am Heart Assoc 9, e016689, 2020, 
IF=5.501; Front Cardiovasc Med 9, 772466, 2022, IF=5.846; CJC Open 3, 778-86, 
2021; J Clin Med 9, 3953, 2020, IF=4.964)。  
上記論文にて、右心カテーテルによる右房圧と腹部エコーによる肝硬化指数 shear 
wave elastography (SWE)値の関係、心拍出量と腹腔動脈・腸間膜動脈・腎動脈血流の
関係を検討し、それぞれ相関を認めることを報告した。また、肝臓や腎臓のうっ血、低
灌流を認める症例では予後が不良であった。さらに、肝静脈血流波形や腎静脈血流波形
が臓器うっ血を反映した(図: CJC Open 3, 778-86, 2021)。さらに、心不全患者では肝
臓の低灌流によりヘパトカインである Selenoprotein P の上昇や Fetuin-A の低下を認
め不良な予後と関連しており、心肝連関の１つの機序として注目した（Clin Res Cardiol, 
in press, IF=6.138; J Am Heart Assoc 11, e024901, 2022, IF=4.749）。また、消化管障
害の存在にて、心不全予後が悪化することなどについても公表している(Eur J Prev 
Cardiol 27, 664-6)。心不全における肝機能障害の病態および評価方法に関して、明ら
かにして論文公表を行った。 
 
●心不全における腹部臓器機能（肝・腎・腸管）： 
 
図: 肝静脈血流波形パターンと心不全予後（CJC Open 3, 778-86, 2021）     
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
心不全における腎うっ血と低灌流の評価(Sci Rep 10, 22257, 2020) 
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